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す
。

（

定
価
三
十
円

月 日（水）午後2時～4時

電話 5390－6021支部事務所

北法律事務所弁護士
ご希望の方は、事前にご連絡下さい。

５ 28

織
検
討
課
題
を
進

め
る
上
で
、
必
要

が
あ
れ
ば
検
討
・

実
行
す
る
が
現
時

点
で
は
、
現
状
の

分
会
体
制
で
行
っ

て
い
く
。
と
の
答

弁

に

な

り

ま

し

た
。
ま
た
、
予
算

案
の
審
議
の
な
か

で
は
、
支
部
直
納

時
の
事
務
費
の
使

途
方
法
に
つ
い
て

の
、
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。
執
行
部

か
ら
は
、
事
務
費

の
使
途
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
検
討

課
題
と
い
う
事
で

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
分
科

会
で
は
、
参
加
し
た

組
合
員
の
自
己
紹
介

や
率
直
な
意
見
や
質

問
な
ど
が
活
発
に
行

わ
れ
討
議
す
る
中

で
、
交
流
も
深
め
た

報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
に
は
運
動

方
針
案
、
予
算
案
の

審
議
・
採
決
が
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
承

認
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
本
部
お

よ
び
支
部
の
表
彰
の

後
、
組
合
費
前
納
の

部
（
前
納
率
年
間
平

大
会
議
長
に
は
、
土

澤

早
苗
さ
ん
（
神

東
分
会
）
と
小
川

孝
良
さ
ん
（
豊
王
分

会
）
、
司
会
に
は
岡

村
副
委
員
長
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

執
行
委
員
長
と
来

賓
の
挨
拶
の
後
、
２

０
１
３
年
の
一
般
経

過
、
財
政
、
監
査
か

ら

の

報

告
が

行
わ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
運

動
方
針
案
、
予
算
案

が
提
案
さ
れ
、
運
動

方
針
案
で
は
、
こ
れ

か
ら
の
分
会
の
再
編

成
に
つ
い
て
の
質
問

が
さ
れ
ま
し
た
。
執

行
部
か
ら
は
今
後
組

仲
間
を
増
や
し
、
要
求
運
動
が
出
来
る

た
た
か
う
組
織
づ
く
り
へ

４
月
６
日
（
日
）
北
と
ぴ
あ
「
飛
鳥
ホ
ー
ル
」
に
て

第
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回
北
支
部
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

代
議
員
１
３
８
人
、
特
別
代
議
員
８
人
、
来
賓
24
人
、
合

計
１
７
０
人
の
出
席
で
し
た
。

春
の
仲
間
づ
く
り

月
間
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

今
回
は
、
目
標
93

名
に
対
し
、
４
月
前

半
を
44
名
の
成
果
で

折
り
返
し
と
な
り
ま

し
た
。
順
調
な
滑
り

出
し
と
な
っ
て
い
る

分
会
が
多
く
、
西
ヶ

原
分
会
で
は
４
名
の

実
績
を
挙
げ
、
早
く

も
目
標
ま
で
あ
と
１

人
と
王
手
が
か
か

り
、
滝
野
川
分
会
も

あ
と
２
名
と
勢
い
が

あ
り
ま
す
。

神
東
分
会
は
３
名

北
東
分
会
４
名
、
豊

王
分
会
も
５
名
の
成

果
で
、
目
標
達
成
も

あ
と
半
分
近
く
と
な

り
ま
し
た
。

前
半
苦
戦
し
た
、

北
赤
羽
分
会
・
赤
羽

分
会
も
最
初
の
１
人

が
加
入
し
、
こ
の
後

し
て
機
関
紙
の
部

で
は
３
０
０
号
を

達
成
し
た
「
西
友

記
」
の
西
が
丘
分

会
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

新
旧
役
員
挨
拶

で
は
、
旧
副
執
行

委
員
長
小
沼

正

和
さ
ん
の
挨
拶
の

後
、
新
執
行
委
員

長
の
渡
辺

勝
二

さ
ん
か
ら
「
今
年

の
新
し
い
役
員
が

揃
い
ま
し
た
。
今

年
度
の
運
動
方
針

に
基
づ
い
て
共
に

活
動
を
し
て
行
き

ま
し
ょ
う
。
」
と

い
う
挨
拶
後
、
閉

会
挨
拶
、
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
で
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

均
95
％
以
上
の
分

会
）
で
は
北
赤
羽
分

会
、
十
央
分
会
、
滝

野
川
分
会
、
西
ヶ
原

分
会
、
群
会
議
の
部

（
年
間
開
催
率
98
％

以
上
・
出
席
率
55
％

以
上
の
分
会
）
で

は
、
北
赤
羽
分
会
、

西
が
丘
分
会
、
神
東

分
会
、
十
央
分
会
、

北
東
分
会
、
滝
野
川

分
会
、
西
ヶ
原
分

会
、
組
合
員
実
増
率

の
部
（
年
間
の
組
合

員
実
増
率
の
上
位
２

分
会
）
で
は
、
第
1

位
神
東
分
会
、
第
２

位
北
赤
羽
分
会
、
ハ

ガ
キ
要
請
の
部
（
ハ

ガ
キ
回
収
率
２
０
０

％
を
超
え
た
分
会
）

で
は
、
西
が
丘
分

会
、
北
東
分
会
、
そ

の
巻
き
返
し
に
期
待

が
持
て
る
所
で
す
。

春
の
仲
間
づ
く
り

月
間
成
功
に
向
け
、

分
会
組
織
活
動
強

化
、
仲
間
の
相
談
・

北
赤
羽

赤

羽

西
が
丘

神

東

十

央

豊

王

北

東

滝
野
川

西
ヶ
原

直
事
業

合

計

目
標
数

７６５７８10 ８７５30 93

加
入
数

１１１３３５４５４17 44

残

数

６５４４５５４２１13 49

交
流
・
学
習
を
大
い

に
広
げ
、
さ
ら
な
る

組
織
発
展
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

春の仲間づくり月間 ４月２５日現在

第
66
回
北
支
部
定

期
大
会
で
、
執
行
委

員
長
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
、
渡
辺
勝
二
で

す
。昨

年
中

は
組
合
員

と
家
族
の

皆
様
の
奮

闘
の
お
か

げ
で
５
年

ぶ
り
に
北

支
部
組
織

実
増
す
る
大
き
な
成

果
を
勝
ち
取
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て

御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。今

年
度
の
運
動
方

針
は
4
課
題
（
消
費

税
増
税
・
社
会
保
障

改
悪
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
、
原
発
再
稼
働
）

の
反
対
と
、
平
和
と

憲
法
を
守
る
建
設

国
保
の
育
成
強
化

を
目
標
に
仲
間
の

賃
金
引
上
げ
、
仕

事
確
保
を
重
点
と

し
て
運
動
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た

4
月
よ
り
春
の
仲

間
づ
く
り
月
間
が

始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
も
組
織
実
増

を
目
標
に
北
支
部

２
７
０
０
人
組
織
回

復
に
私
も
運
動
の
先

頭
に
立
ち
、
全
力
で

頑
張
り
ま
す
の
で
、

組
合
員
・
家
族
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願

い
致

し
ま

す
。私

達
の

仕
事

と
暮

ら
し
を
守
る
要
求
を

大
き
な
運
動
に
し

て
、
み
ん
な
で
元
気

に
活
動
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

仲
間
の
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る
要
求
を

大
き
な
運
動
に

執
行
委
員
長

渡
辺

勝
二

夕
暮
れ
時
、
仕
事

か
ら
少
し
早
く
帰
れ

た
の
で
、
妻
と
愛
犬

を
伴
っ
て
赤
羽
台
へ

花
見
に
出
か
け
ま
し

た
。
団
地
の
道
路
側

の
崖
沿
い
に
赤
や
白

の
満
開
の
八
重
桜
の

並
木
が
続
き
、
そ
れ

は
み
ご
と
で
す
。

私
は
今
日
、
三
度

目
の
20
歳
（
還
暦
）

を
迎
え
ま
し
た
。
30

年
前
、
病
床
に
い
た

父
は
「
八
重
桜
を
塩

漬
け
に
し
て
、
桜
湯

が
飲
み
た
い
」
と
妻

に
言
い
遺
し
58
歳
で

世
を
去
り
ま
し
た
。

季
節
が
廻
り
来
る
度

に
思
い
出
さ
れ
ま

す
。足

元
に
は
花
び
ら

の
吹
き
溜
ま
り
。
艶

や
か
で
も
あ
り
、
儚

く
も
あ
り
。
桜
咲
く

春
の
訪
れ
は
様
々
な

別
れ
の
季
節
で
も
あ

る
の
で
す
。
人
影
の

消
え
た
原
発
の
地
、

福
島
に
も
春
は
や
っ

て
来
ま
す
。
窓
を
閉

め
た
車
窓
の
向
こ
う

に
は
澄
ん
だ
青
空
と

小
川
の
流
れ
。
庭
先

に
色
と
り
ど
り
の
花

が
咲
き
、
若
葉
が
芽

吹
き
ま
す
。
放
射
能

に
汚
さ
れ
た
故
郷
に

人
々
が
帰
れ
る
の

は
、
い
つ
の
日
に
な

る
の
で
し
ょ
う
。

西
が
丘
分
会

（
黒
木
）
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支
部
年
間
目
標
３

９
６
人
（
15
％
）
の

目
標
を
達
成
さ
せ
る

た
め
、
支
部
、
各
分

会
、
各
群
並
び
役
員

・
書
記
局
は
意
思
統

一
を
し
て
仲
間
づ
く

り
運
動
を
進
め
、
年

間
節
目
標
を
重
点
に

置
き
、
特
に
集
中
月

間
で
は
組
織
強
化
を

発
展
さ
せ
、
「
拡
大

が
出
来
る
組
織
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
奮

闘
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
仲
間
の
つ

な
が
り
を
強
め
、
分

会
・
群
を
活
性
化
し

て
役
員
拡
充
を
進

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
影
響
力
を
持
つ

組
織
に
し
て
行
き
ま

す
。具

体
的
に
は
、
拡

大
運
動
の
事
前
に
宣

伝
行
動
、
行
動
計

画
、
刈
残
り
対
象
者

を
整
理
し
て
、
組
合

員
が
行
動
し
や
す
い

環
境
を
作
っ
た
り
、

脱
退
予
定
組
合
員
の

慰
留
活
動
、
組
合
員

か
ら
の
要
求
の
汲
み

上
げ
、
組
合
定
着
運

動
な
ど
分
会
活
動
に

合
わ
せ
て
行
い
、
ま

た
新
た
な
仲
間
を
分

会
に
定
着
さ
せ
る
た

め
、
相
談
活
動
、
世

話
焼
き
、
分
会
活
動

建
設
産
業
従
事
者

は
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
中
で
も

10
代
か
ら
30
代
前
半

の
年
代
で
は
、
51
万

人
も
減
少
し
建
設
業

全
体
の
後
継
者
不
足

が
浮
き
彫
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
後

継
者
で
あ
る
30
代
か

ら
40
代
の
子
育
て
年

代
で
は
、
子
供
の
教

育
問
題
に
も
直
面
し

て
い
ま
す
。

そ
の
実
情
と
し
て

若
手
子
育
て
世
代
は

仕
事
面
に
お
い
て
は

働
き
盛
り
で
長
時
間

・
休
日
労
働
が
多

く
、
親
方
や
事
業
主

は
自
身
の
経
営
に
つ

い
て
の
作
業
も
あ
り

帰
宅
後
も
多
く
の
仕

事
に
時
間
を
要
し
て

い
ま
す
。
生
活
面

に
関
し
て
も
結
婚

に
よ
り
家
庭
を
築

き
公
私
と
も
に
責

任
感
が
増
す
の
と

同
時
に
、
仕
事
や

家
庭
に
費
や
す
時

間
が
増
加
す
る
た

め
組
合
活
動
を
す

る
の
が
難
し
く
役

員
登
用
の
積
極
性

が
上
が
ら
な
い
な

ど
の
課
題
が
あ
り

ま
す
。
後
継
者
世

代
を
様
々
な
活
動

に
結
集
さ
せ
ら
れ

る
よ
う
支
部
・
分

会
と
が
協
力
し
、

後
継
者
世
代
と
共

に
闘
う
た
め
の
体

制
を
整
え
る
必
要

が

あ

る

こ

と

か

ら
、
後
継
者
対
策

部
で
は
、
中
堅
・

若
手
子
育
て
世
代

と
他
の
世
代
の
間

を
埋
め
、
全
世
代

型
の
組
織
作
り
へ

大
き
く
貢
献
し
て

い
き
ま
す
。

社
会
保
障
対
策
部

社
会
保
障
対
策
部

で
は
、
税
と
社
会
保

障
の
改
悪
で
消
費
税

が
現
行
の
５
％
か
ら

10
％
へ
と
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
を
前
提

に
国
民
会
議
で
進
め

ら
れ
る
社
会
保
障
の

各
分
野
に
つ
い
て

取
組
を
強
化
し
ま

す
。公

的
年
金
制
度

の
改
善
、
医
療
保

険
制
度
拡
充
、
介
護

保
険
制
度
拡
充
、
少

子
化
対
策
に
対
す
る

制
度
拡
充
、
生
活
保

護
制
度
拡
充
の
為
に

北
区
社
保
協
等
と
共

に
連
携
共
闘
を
強
化

し
て
世
論
を
動
か
す

取
組
を
進
め
、
自
治

体
・
政
党
へ
の
要
請

行
動
の
強
化
を
進
め

ま
す
。

土
建
国
保
現
行
水

準
確
保
の
取
組
み
と

し
て
、
医
療
保
険
一

元
化
阻
止
に
向
け
て

大
衆
運
動
の
強
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、

予
算
要
求
ハ
ガ
キ
要

求
行
動
は
、
取
り
組

み
目
標
で
あ
る
要
求

第
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回
定
期
大
会
も
終
了
し
て
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
専
門
部
で
も
部
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
各
専
門
部
の
方
針
案
を
ま
と
め
て
頂
き
ま
し
た
。

組
織
部

賃
金
対
策
部

賃
金
対
策
部
で
は

次
の
運
動
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

１
．
賃
金
引
上
げ
運

動
と
し
て
、
国
土
交

通
省
作
成
の
ポ
ス
タ

ー
貼
り
だ
し
行
動

や
、
北
区
地
場
ゼ

ネ
コ
ン
の
訪
問
、

北
区
と
の
懇
談
、

各
会
派
に
北
区
区

議
会
で
労
働
者
の

賃
金
引
上
げ
を
迫
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、

要
請
し
て
い
き
ま

す
。

２
．
公
契
約
条
例

運
動
と
し
て
自
治

体
や
各
会
派
に
向

け
た
要
請
、
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ー
ム
や
駅

頭
宣
伝
を
通
じ
て

公
契
約
条
例
を
広

め
る
運
動
も
併
せ

て
行
い
ま
す
。

３
．
賃
金
調
査
活

動
と
し
て
年
８
回

か
ら
10
回
程
度
、

北
区
発
注
公
共
工

後
継
者
対
策
部

の
誘
い
入
れ
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
各
分

会
が
行
っ
て
い
る
相

談
会
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
は
今
ま

で
以
上
に
組
合
員
が

参
加
し
や
す
い
環
境

を
作
っ
て
行
く
と
同

時
に
群
会
議
の
出

席
、
開
催
率
を
向
上

さ
せ
必
要
に
応
じ
て

学
習
会
も
開
催
し
て

い
き
ま
す
。
事
業
所

に
は
支
部
か
ら
の
訪

問
行
動
や
相
談
活
動

で
組
合
活
動
を
ア
ピ

ー
ル
し
て

行
き
ま

す
。土

建
国
保
を
始

め

、
各
種
賠
償
保

険
、
労
災
業
務
、
火

災
・
自
動
車
、
自
転

車
の
そ
れ
ぞ
れ
の
共

済
制
度
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
ま
た
建
退
共
制

度
を
普
及
さ
せ
、
そ

の
魅
力
を
新
た
な
対

象
者
掘
り
起
こ
し
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

拡
大
で
き
る
組
織
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す

全
世
代
型
の
組
織
作
り
へ
貢
献

う
な
ど
受
診
率
を
大

き
く
引
き
上
げ
、
健

康
教
室
も
全
分
会
で

開
催
し
、
参
加
者
を

昨
年
よ
り
増
加
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
ま
た

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
と

し
て
、
健
康
診
断
の

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
の

再
読
影
が
無
料
で
出

来
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
補

助
を
求
め
る
運
動
を

引
続
き
進
め
て
い
き

ま
す
。

生
活
保
護
法
改
正

案
と
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
に
つ
い
て

は
、
憲
法
で
保
証
さ

れ
た
権
利
と
し
て
、

地
域
他
団
体
と
共
に

区
や
国
に
対
し
て
運

動
を
進
め
ま
す
。

ハ
ガ
キ
４
０
０
％
回

収
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

よ
り
国
民
皆
保
険
の

崩
壊
、
混
合
診
療
の

全
面
解
禁
、
医
療
機

関
と
サ
ー
ビ
ス
へ
の

影
響
、
医
師
・
看
護

師
の
受
け
入
れ
自
由

化
、
医
療
機
器
や
医

薬
品
の
安
全
基
準
の

緩
和
の
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
支
部
内
の
取

組
み
や
学
習
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

命
と
健
康
を
守
る

取
組
み
と
し
て
は
、

組
合
健
康
診
断
の
未

受
診
者
へ
の
呼
び
か

け
を
電
話
で
お
こ
な

事
現
場
に
て
実
態
調

査
を
行
い
ま
す
。

４
．
区
内
大
手
現
場

訪
問
行
動
と
し
て
、

春
と
秋
の
2
回
区
内

大
手
現
場
訪
問
を
実

施
し
、
社
保
未
加
入

問
題
、
賃
金
引
上

げ
、
建
退
共
現
場
説

明
会
を
要
請
し
ま

す
。
ま
た
、
北
区
内

ゼ
ネ
コ
ン
訪
問
も
実

施
し
、
入
札
問
題
、

賃
金
問
題
、
公
契
約

条
例
、
建
退
共
推
進

を
中
心
に
懇
談
し
て

い
き
ま
す
。

５
．
建
退
共
普
及

運

動

に

つ

い

て

は
、
大
手
ゼ
ネ
コ

ン
現
場
に
組
合
主

催
の
「
建
退
共
現

場
説
明
会
」
の
開

催
や
、
野
帳
場
従

事
者
を
中
心
に
元

請
企
業
へ
の
建
退

共
証
紙
直
接
運
動

を
進
め
ま
す
。
ま

た
建
退
共
手
帳
を

申
請
す
る
運
動
と

し
て
、
広
く
宣
伝

活
動
を
し
て
行
き

ま
す
。

６
．
北
Ｐ
Ａ
Ｌ

建

退

共

促

進

運

動
、
大
手
企
業
で

働
く
現
場
改
善
や

賃
金
運
動
を
中
心

課
題
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

仲
間
の
賃
金
引
上
げ
運
動
と
し

て
、
北
区
・
区
内
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

や
現
場
行
動
を

中西部長

岩瀬部長

岡村部長
黒木部長

今
年
度
か
ら
新
書

記
長
と
な
り
ま
し

た
、
北
東
分
会
の
石

川
信
一
で
す
。

昨
年
北
支
部
は
５

年
ぶ
り
に
組
織
実
増

を
果
た
し
、
組
織
減

少
に
歯

止
め
を

か
け
、

今
年
は

反
転
攻

勢
組
織

実
増
に

向
け
て
大
事
な
年
に

な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
公
契
約
条
例
制

定
を
北
区
に
実
現
さ

せ
る
た
め
に
も
大
事

な
1
年

に

な

り

ま

す
。
対
区
交
渉
、
会

派
懇
談
を
し
、
公
契

約
法
制
定
に
向
け
交

渉
の
先
頭
に
立
っ
て

頑
張
り
ま
す
。
そ
の

他
、
社
会
保
障
改
悪

反
対
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

反
対
、

脱

原

発

、
消

費

税
増

税
反
対

な

ど
あ

ら
ゆ
る

運
動
を

組
合
員
の
皆
さ
ん
と

頑
張
り
ま
す
。
最
後

に
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
３
年
、
福
島
の

皆
さ
ん
は
原
発
事
故

も
あ
り
依
然
厳
し
い

避
難
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
年

も
11
月
に
北
支
部
・

豊
島
支
部
合
同
で
復

興
支
援
住
宅
デ
ー
を

行
う
予
定
で
す
。
そ

の
際
は
組
合
員
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

攻
勢
的
な
組
織
実
増
、
北
区
の
公
契
約
条

例
制
定
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。

書
記
長

石
川

信
一

社
会
保
障
改
悪
阻
止
・
土
建
国

保
を
守
り
、
仲
間
の
命
を
守
る

運
動
を
展
開
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分
会
長
お
よ
び

分
会
書
記
長

北
赤
羽
分
会

中
野
悦
男

越
川

修

赤
羽
分
会

大
野

宏

安
川
一
夫

西
が
丘
分
会

三
橋
利
勝

佐
藤
栄
一

神
東
分
会

坂
上
健
太
郎

土
澤
早
苗

十
央
分
会

小
島
豊
秋

細
川
芳
長

豊
王
分
会

寺
内
正
美

中
田

茂

北
東
分
会

石
川
義
勝

本
田

茂

滝
野
川
分
会

豊
田
和
雄

向
山
善
康

西
ヶ
原

佐
藤
友
昭

江
川
誠
一

2014年新執行部
執行委員長

渡辺 勝二

副執行委員長
岡村 茂寿
黒木 基男
中西 昭一

書記長
石川 信一

書記次長
中島 知行（非常駐）
和田光太郎（常 駐）

組織部
部 長 中西 昭一
副部長 田家 寿美子

宮下 幸則

財政部
部 長 中島 知行
副部長 佐藤 和彦

社保対部
部 長 岡村 茂寿
副部長 牛木 幸雄

厚生文化部
部 長 小池 正樹
副部長 吉田 康弘

税金対策部
部 長 鈴木 一二
副部長 井上 栄治

仕事対策部
部 長 猪瀬 孝一
副部長 深堀 和敏

賃金対策部
部 長 黒木 基男
副部長 手島 信治

横川 雍雄

労働対策部
部 長 本田 茂
副部長 神崎庄一郎

教育宣伝部
部 長 栗木 末蔵
副部長 菅谷 政一

後継者対策部
部 長 岩瀬 実
副部長 高橋 重則

副主任書記
井口 和良
稲垣 雅也

主婦の会 会長 千葉 理恵
事務局長 中島めぐみ

ブロック常任 岡村 泰代

青年部 部 長 安藤 秀基
書記長 占部 龍太

シニア北の会会長 堀田 晋作

会計監査 大野 宏
関 富男

厚
生
文
化
部

共
済
活
動
の
充
実
と
分
会
レ
ク
や

文
化
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
ま

す
。仲

間
づ
く
り
運

動
や
組
織
活
動
に

結
び
つ
く
、
組
合

員
の
経
済
的
支
援

や
福
利
厚
生
の
充

実
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
き
ま

す
。共

済
活
動
と
し

て
は
、
火
災
共
済

と
自
動
車
共
済
を

二
本
柱
と
し
自
転

車
保
険
、
建
築
士

賠
償
保
険
等
の
一

層
の
普
及
を
推
進

し
、
助
け
合
い
の

大
本
で
あ
る
傷
病

見
舞
金
制
度
の
一

層
の
充
実
を
計
る

事

を

目

指

し

ま

す
。分

会
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
で

は
、
新
し
い
組
合

員
や
若
手
・
後
継

者
世
代
組
合
員
の
参

加
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
お
子
さ
ん
の
い

る
家
族
向
け
の
楽
し

い
行
事
や
斬
新
な
ア

イ
デ
ア
で
組
合
員
を

引
き
付
け
る
努
力
を

し
て
行
き
ま
す
。

文
化
活
動
の
推
進

と
し
て
は
、
恒
例
の

支
部
主
催
の
「
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
」
で
昨

年
も
ま
ず
ま
ず
の
参

加
者
が
あ
り
、
今
年

度
も
引
き
続
き
人
数

の
確
保
を
し
て
楽
し

い
交
流
を
深
め
て
行

き
ま
す
。
一
方
「
仲

間
の
作
品
展
」
や

「
麻
雀
大
会
」
へ
の

出
品
や
参
加
は
、
年

々
先
細
り
と
な
っ
て

い
る
現
状
で
す
。
厚

生
文
化
部
と
し
て

は
、
活
動
の
盛
り
返

し
手
立
て
を
考
慮
し

て
い
き
ま
す
が
、
組

合
員
か
ら
の
積
極
的

な
出
品
や
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

財
政
部

未
納
・
滞
納
防
止
を
強
化
し
、

群
会
議
の
参
加
率
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

財
政
部
で
は
未
納

・
滞
納
対
策
を
８

月
、
12
月
、
３
月
末

に
集
中
し
て
取
組

み
、
未
納
・
滞
納
防

止
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。
地
域
分
会
へ

は
、
そ
の
リ
ス
ト
を

財
政
分
会
で
財
政
部

長
に
配
布
し
て
、
群

会
議
へ
の
参
加
や
納

入
の
催
促
を
し
て
行

き
ま
す
。
そ
の
上
で

も
な
お
２
ヶ
月
以
上

の
滞
納
者
が
発
生
し

た
際
に
は
、
規
約
通

り
除
籍
手
続
き
を
進

め
ま
す
が
、
分
会
と

し
て
保
留
を
決
定
す

る
際
に
は
「
保
留
の

報
告
書
」
を
提
出
し

て
も
ら
い
納
入
の
催

促
な
ど
の
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

群
会
議
の
参
加
率

向
上
、
ハ
ガ
キ
要
請

や
署
名

行
動
の

推

進
、
納
入
率
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
で
、
組

合
の
運
動
や
要
求
実

現
に
結
び
つ
い
て
い

き
ま
す
。
未
納
を
無

く
す
た
め
に
特
に
新

加
入
者
や
転
入
者
へ

の
世
話
焼
き
を
各
分

会
で
お
願
い

し
ま

す
。分

会
財
政
に
つ
い

て
は
、
分
会
還
元

金
、
仲
間
づ
く
り
月

間
の
援
助
金
や
報
奨

金
、
実
施
行
事
へ
の

補
助
、
分
会
セ
ン
タ

ー
へ
の
家
賃
援
助
金

と
し
て
還
元
し
て
い

ま
す
が
、
限
ら
れ
た

予
算
を
最
大
限
有
効

活
用
し
て
い
け
る
よ

う
、
財
政
部
会
で
経

験
交
流
会
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

税
金
対
策
部

毎
月
の
10
％
増
税
阻
止
駅
頭
宣

伝
行
動
と
納
税
者
の
権
利
確
立
に

向
け
た
運
動
を
進
め
ま
す

税

金
対

策

部
で

は
、
消
費
税
増
税
阻

止
に
向
け
た
運
動
と

し
て
、
毎
月
24
日
の

駅
頭
宣
伝
を
２
つ
の

駅
頭
で
行
い
、
署
名

集
約
に
も
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
２
０
１

５
年
10
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
消
費
税
率

10
％
引
上
げ
阻
止
を

求
め
る
陳
情
行
動
と

し
て
、
北
区
議
へ
の

要
請
行
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

消
費
税
制
度
に
つ

い
て
の
大
規
模
な
学

習
会
を
開
催
し
て
い

き
ま
す
。

国
民
共
通
番
号
制

度
に
つ
い
て
も
、
学

習
会
開
催
を
し
て
行

き
ま
す
。

納
税
者
の
権
利
を

分
会
新
聞
の
発
行

に
関
し
て
は
、
全
分

会
で
部
長
を
選
出
し

て
も
ら
い
、
新
聞
発

行
が
出
来
る
様
に
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

教
宣
学
習
会
も
今
年

は
全
分
会
か
ら
の
参

加
を
促
し
新
聞
作
り

の
楽
し
さ
、
難
し
さ

を
経
験
し
て
も
ら
い

ま
す
。
１
泊
で
の
学

習
会
で
学
習
会
の
充

実
化
を
は
か
り
、
新

聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
の

入
賞
数
を
増
や
せ
る

よ
う
に
し
て
行
き
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
つ
い
て
は
、
北
支

部
に
関
す
る
情
報
を

出
来
る
限
り
多
く
ア

ッ
プ
さ
せ
充
実
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

支
部
機
関
紙
の

「
け
ん
せ
つ
北
部
」

で
は
、
多
く
の
組
合

員
と
そ
の
家
族
が
見

え
る
記
事
づ
く
り
と

情
勢
は
読
者
が
正
し

い
状
況
判
断
を
出
来

る
よ
う
に
問
題
点
を

掘
下
げ
る
記
事
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

労
働
対
策
部

ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患

の
早
期
発
見
と
労
災

申
請
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
た
め

に
「
ア
ス
ベ
ス
ト
健

康
教
室
」
開
催
を
検

討
し
、
特
に
健
康
診

断
で
Ａ
ラ
ン
ク
対
象

者
の
受
診
促
進
を
目

指
し
参
加
を
呼
び
掛

け
ま
す
。
ま
た
北
区

交
渉
と
し
て
ア
ス
ベ

ス
ト
飛
散
防
止
条
例

の
制
定
を
目
指
し
ま

す
。ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟

活
動
と
し
て
は
、
今

年
度
も
駅
頭
宣
伝
を

継
続
さ
せ
、
公
正
な

裁
判
を
求
め
る
１
０

０
万
人
署
名
を
法
廷

に
積
み
上
げ
ら
れ
る

よ
う
、
宣
伝
を
強
化

し
ま
す
。

労
働
保
険
加
入
の

促
進
と
し
て
は
、
労

働
保
険
事
務
組
合
と

し
て
王
子
職
業
安
定

所
と
協
力
し
て
、
労

働
保
険
未
加
入
事
業

所
へ
の
加
入
促
進
運

動
を
行
い
ま
す
。
雇

用
保
険
に
つ
い
て

も
、
制
度
の
理
解
を

促
し
活
用
を
各
事
業

主
に
進
め
て
い
き
ま

す
。救

急
救
命
講
習
会

は
、
今
年
度
も
王
子

消
防
署
と
話
し
合
い

な
が
ら
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

確
立
す
る
運
動
と
し

て
、
組
合
員
の
人
権

や
財
産
権
を
侵
す
実

態
を
阻
止
す
る
た
め

に
、
税
務
署
交
渉
も

進
め
て
い
き
ま
す
。

北
区
で
は
、
強
引
な

滞
納
処
理
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、

組
合
員
の
暮
ら
し
を

守
る
運
動
と
し
て
、

北
区
役
所
と
の
交
渉

を
強
め
て
い
き
ま

す
。申

告
相
談
活
動
を

通
じ
て
民
主
的
税
財

制
構
築
の
運
動
強
化

を
目
指
す
為
、
前
年

度
よ
り
10
％
相
談
者

の
数
を
増
や
し
て
い

き
ま
す
。
重
税
反
対

統
一
行
動
は
例
年
以

上
の
規
模
で
開
催
し

て
い
き
ま
す
。

経
営
セ
ン
タ
ー
で

は
、
定
期
的
に
無
料

経
営
相
談
を
開
催
し

た
り
、
機
関
紙
な
ど

に
も
掲
載
し
、
広
く

宣
伝
し
て
い
き
ま
す

ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
の
早
期
発
見

と
労
災
申
請
・
労
災
保
険
加
入

の
促
進
を
目
指
し
ま
す

教育宣伝部

小池部長

中島部長

鈴木部長

本田部長

栗木部長

。
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仕
事
対
策
部

住
宅
デ
ー
の
充
実
と
各
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
利
用
し

て
、
仲
間
の
仕
事
確
保
を
目

指
し
ま
す

仕
事
対
策
部
で
は

住
宅
デ
ー
、
仕
事
確

保
運
動
、
防
災
協
定

・
対
策
、
住
ま
い
づ

く
り
相
談
、
設
計
士

の
会
、
求
人
・
求
職

活
動
に
つ
い
て
、
次

の
様
な
方
針
で
進
め

て
い
き
ま
す
。

1
．
住
宅
デ
ー

春
の
住
宅
デ
ー
は

6
月
15
日
（
日
）
に

開
催
し
、
各
地
域
分

会
の
地
域
性
を
考
慮

し
て
い
き
ま
す
。
北

建
設
業
人
材
育
成
支

援
セ
ン
タ

ー
事
業

（
木
工
教
室
）
の
援

助
金
見
直
し
（
上
乗

せ
）
検
討
、
住
宅
相

談
活
動
と
し
て
は
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
を
活
用
し
て
、

仕
事
確
保
を
増
加
さ

せ
ま
す
。
事
前
に
他

支
部
の
見
学
会
を
行

い
春
の
住
宅
デ
ー
を

活
気
付
け
て
い
き
ま

す
。秋

の
住
宅
デ
ー
は

9
月
28
日
（
日
）
に

飛
鳥
山
公
園
に
て
開

催
し
、
昨
年
の
要
員

不
足
を
踏
ま
え
て
木

工
教
室
の

要

員
確

保
、
模
擬
店
の
充
実

を
図
っ
て
い

き
ま

す
。

ま
た
、
今
年
も
被

災
地
復
興
支
援
住
宅

デ
ー
を
開
催

し
ま

す
。

２
．
木
工
教
室
の
開

催
（
北
区
建
設
業
人

材
支
援
セ
ン
タ
ー
の

推
進
）

昨
年
は
住
宅
デ
ー

を
中
心
に
取
り
組
み

ま
し
た
が
、
今
年
は

北
区
教
職
員
組
合
と

連
携
し
て
、
区
内
小

・
中
学
校
で
の
木
工

教
室
開
催
に
取
り
組

み
ま
す
。

３
．
仕
事
確
保
運
動

北
区
の
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
を
北
区

と
協
力
体
制
を
続
け

て
い
き
ま
す
。
ま
た

国
の
「
長
期
優
良
リ

フ
ォ
ー

ム
推
進
事

業
」
の
周
知
要
請
を

し
、
住
ま
い
給
付
金

制
度
を
利
用
し
て
仕

事
確
保
活
動
を
し
て

行
き
ま
す
。

４
．
防
災
協
定
・
対

策
と
し
て
は
、
引
き

続
き
協
力
業
者
募
集

や
支
部
で
の
備
品
貯

蓄
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
チ
ー
ム
ナ
マ
ズ

で
は
、
災
害
時
の
人

命
救
助
に
必
要
な
道

具
の
貸
出
登
録
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
北
区
耐
震
助
成
制

度
で
は
、
支
部
建
築

士
と
企
画
に
制
度
改

善
を
要
求
し
て
い
き

ま
す
。

分会・主婦の会
青年部・シニア
ＰＡＬ総会報告

北
赤
羽
分
会

３
月
29
日
（
土
）
19

時
か
ら
分
会
セ
ン
タ
ー

に
て
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。次

年
度
の
運
動
方
針

案
の
中
で
、
分
会
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
て
、
組

合
員
の
交
流
や
学
習
会

な
ど
の
開
催
を
早
急
の

課
題
と
し
た
い
と
の
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度
の
分

会
長
は
、
中
野
悦
男
さ

ん
、
副
分
会
長
に
は
、

津
金
英
男
さ
ん
と
清
水

智
さ
ん
、
新
役
員
と
し

て
土
田
幸
男
さ
ん
、
書

記
長
に
は
、
越
川
修
さ

ん
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
出
席
者
は
、
21
人

で
し
た
。

赤
羽
分
会

３
月
22
日
（
土
）
19

時
か
ら
赤
羽
分
会
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

西
が
丘
分
会

３
月
23
日
（
日
）
赤

羽
会
館
に
て
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
の
経
過
報
告
、
次

年
度
の
運
動
方
針
案

は
承
認
さ
れ
ま
し
た

が
、
２
年
後
に
控
え

た
分
会
セ
ン
タ
ー
の

借

り
換

え

に
つ

い

て
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
頂
き
た
い
と
の

要

請
が
あ

り
ま
し

た
。２

０
１
４
年
度
の
役

員
に
は
、
分
会
長
と

し
て
三
橋

利
勝
さ

ん
、
副

分
会

長

に

は
、
横
川

雍
雄
さ

ん
、
牛
木

幸
雄
さ

ん
、
中
島

め
ぐ
み

さ
ん
、
書
記

長

に

は
、
佐
藤

栄
一
さ

ん
と
、
新
し
い
顔
ぶ

れ
が
多
く
な
り
ま
し

た
。こ

の
日
の
参
加
者

十
央
分
会

３
月
30
日
（
日
）
仲

原
１
丁
目
会
館
で
18
時

か
ら
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
経
過
報

告
、
次
年
度
の
運
動
方

針
案
も
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
も
昨
年
担
当
頂

い
た
方
々
が
引
続
き
受

け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。分

会
長
は
小
島

豊

秋
さ
ん
、
副
分
会
長
は

村
松

高
能
さ
ん
、
堀

田

晋
作
さ
ん
、
秋
山

錦
一
さ
ん
、
書
記
長

は
細
川

芳
長
さ
ん
。

こ
の
日
の
出
席
者
は

36
人
で
し
た
。

豊
王
分
会

３
月
23
日
（
日
）

北
支
部
会
館
３
階
に

て
、
第
29
回
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
20
名
で

し
た
。
本
来
な
ら
役

北
東
分
会

３
月
23
日
（
日
）

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
て
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
で
は
、

役
員
問
題
、
拡
大
行

動
参
加
者
減
少
が
議

論
の
的
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
群
再
編
も

含
め
て
拡
大
が
出
来

る
、
役
員
が
育
つ
群

作
り
を
一
年
か
け
て

取
組
む
こ
と
で
決
議

さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度
の

役
員
は

分
会
長
石

川

義
勝
さ
ん
、
書

記
長
に
本
田

茂
さ

ん
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
日
の
参
加
者

は
30
人
で
し
た
。

滝
野
川
分
会

３
月
22
日
（
土
）

19
時
か
ら
分
会
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
中
で
は
、

群
の
抜
け
番
号
に
つ

い
て
の
意
見
が
だ
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
今

後
、
分
会
で
の
検
討

課
題
と
し
て
、
取
組

ん
で
行
く
事
に
な
り

ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度
の

役
員
は
、
分
会
長
に

豊
田
和
雄
さ
ん
、
副

分
会
長
に
、
八
巻

直
人
さ
ん
、
藤
田

明
房
さ
ん
、
木
下

一
夫
さ
ん
、
豊
田

康
雄
さ
ん
、
柴
田

和
春
さ
ん
、
富
張

哲
夫
さ
ん
、
書
記
長

に
は
、
向
山

善
康

さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
新
し
く
選
任

さ
れ
た
役
員
と
し
て

は
、
富
張

哲
夫
さ

ん
、
常
任
の
岩
瀬

実
さ
ん
、
執
行
委
員

の
吉
田

康
弘
さ
ん

で
す
。

こ
の
日
の
参
加
数

は
21
人
で
し
た
。

西
ヶ
原
分
会

３
月
30
日
（
日
）

10
時
か
ら
滝
野
川
会

館
に
て
、
開
催
さ
れ

主
婦
の
会

３
月
22
日
（
土
）
北

支
部
会
館
に
て
、
開
催

し
ま
し
た
。
運
動
方
針

案
で
は
、
主
婦
の
会
で

も
色
々
な
学
習
会
を
開

催
し
て
、
知
識
を
深
め

る
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
、
今
年
度
の
取
組
み

と
す
る
こ
と
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
北
の
会

３
月
24
日
（
月
）
北

支
部
会
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
案
で

は
、
今
年
度
か
ら
援

助
金
が
35
万
円
に
増

額
さ
れ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度
の

会
長
は
堀
田

晋
作

さ
ん
、
事
務
局
長
に

は
、
星

貢
さ
ん
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
経
過
報

告
、
次
年
度
の
運
動

方
針
案
は
参
加
者
多

数
の
拍
手
を
も
っ
て

承
認
と

な
り
ま
し

た
。新

役
員
に
は
、
分

会
長
に
は
、
大
野
宏

さ
ん
、
副
分
会
長
に

は
、
小
林

泉

さ

ん
、
山
本

憲
一
さ

ん
、
書
記
長
に
は
、

安
川

一
夫
さ
ん
。

こ
の
日
の
出
席
者

は
23
人
で
し
た
。

員
の
選
出
で
投
票
す

る
位
盛
り
上
が
る
と

い
い
の
で
す
が
。

役
員
は
分
会
長
、

寺
内

正
美
さ
ん
、

副
分
会
長
に
は
、
東

海
林

茂
さ
ん
、
岩

永

親
良
さ
ん
、
柴

田

修
治
さ
ん
、
小

川

孝
良
さ
ん
、
書

記
長
に
は
、
中
田

茂
さ
ん
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
後
継
者
対

策
と
書
記
次
長
に
若

い
人
の
選
出
が
あ

り
、
し
か
も
30
代
、

40
代
の
若
手
・
中
堅

世
代
。
後
継
者
は
田

島
さ
ん
13
群
と
書
記

次
長
は
諸
江
さ
ん
10

群
で
す
。

ま
し
た
。

今
年
度
の
経
過
報

告
、
運
動
方
針
案
の
提

案
に
関
し
て
は
、
満
場

の
一
致
で
承
認
を
得
ま

し
た
。

２
０
１
４
年
度
の
役

員
は
分
会
長
に
新
任
の

佐
藤

友
昭
さ
ん
、
副

分
会
長
に
は
寺
島

勝

弘
さ
ん
、
須
川

秀
樹

さ
ん
、
浜
野

健
太

郎
、
上
利

喜
義
さ

ん
、
書
記
長
に
は
江
川

誠
一
さ
ん
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の

参
加
人

数
は
32
人
で
し
た
。

北
Ｐ
Ａ
Ｌ

青
年
部

３
月
30
日
（
日
）

に
7
名
が
参
加
し
第

57
回
青
年
部
定
期
大

会
を

開
催
し
ま
し

た
。活

動
報
告
、
運
動

方
針
、
予
算
、
役
員

の
承
認
が
さ
れ
、
全

世
代
で
取
組
む
仲
間

つ
く
り
の
青
年
世
代

に
つ
い
て
、
方
針
が

提
起
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度
の
部

長
に
は
、
安
藤

秀
基

さ
ん
、
書
記
長
に
は
占

部

龍
太
さ
ん
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

４
月
１
日
（
火
）
支

部
事
務
所
に
て
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

北
区
公
契
約
条
例

制
定
に
向
け
て
の
活

動
、
建
退
共
普
及
運

動
に
つ
い
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
、
仲
間
の

賃
金
引
上
げ
運
動
を

強
化
す
る
こ
と
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度
の

役
員
は
会
長
に
栗
木

末
蔵
さ
ん
、
事
務
局

長
に
中
西
昭
一
さ
ん

が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
の
参
加

人

数

は
18
人
で
し

た
。

田島さん諸江さん

２
０
１
４
年
度
の

役
員
は
会
長
に
は
、

千
葉
理
恵
さ
ん
、
事

務
局
長
に
は
新
任
と

し
て
中
島

め
ぐ
み

さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
日
の
参
加
者

は
、
40
人
で
し
た
。

猪瀬部長

は
21
名
で
し
た
。
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